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 掛川市

ロ」を目

ションプ

ラフ巨大

潮堤を整

ることと

 東日本

策の重要

が、さら

このた

協力によ

川モデル

 また、

るまち掛

と政策を

ちづくり

を推進し

 最後に

提言をい

 

平成２

    

 

市では、平成

目指すこと

プログラム

大地震によ

整備する海岸

といたしま

本大震災以降

要性を実感

らに安全・安

ため、海岸防

より行い、次

ル」基本計画

、「掛川モデ

掛川”を将来

を定める「掛

り計画”を基

してまいりま

に、基本計画

いただきま

２８年２月 

     

成26年３月

を基本目標

2014」を策

り想定され

岸防災林強

した。 

降、毎年、被

感しています

安心のまち

防災林強化

次代を担う若

画を、ここ

デル」の整備

来像とする

掛川市地域創

基本理念と

ます。 

画策定にあ

したことを

    

 

月に「地震・

標とした「掛

策定しました

れるレベル２

強化事業「掛

被災地を訪

す。想定され

づくりのた

化事業を市民

若者や子ど

に策定しま

備は、今年

「第２次掛

域創生総合戦

する「掛川

たり、「掛

心から厚く

    

 

・津波による

掛川市地震

た。この中で

２の津波に対

掛川モデル」

訪れています

れるレベル

ためには「掛

民や企業の皆

もたちが集

ました。 

年度策定した

掛川市総合計

戦略」、“誰

川市国土強靱

掛川モデル推

お礼申しあ

     

る死亡者ゼ

・津波アク

で、南海ト

対応した防

を推進す

すが、その度

１津波に対

掛川モデル」

皆さんとの協

集う「掛川潮騒

た“希望が見

計画」や、ま

誰もが住みた

靱化地域計画

推進協議会」

あげます。

     

度に津波被害

対しては安全

の整備が必

協働と、国や

騒の杜」づく

見えるまち・

まち・ひと・

たくなるまち

画」に位置づ

の皆様には

掛川市長 

害の大きさと

全な当市であ

必要です。 

や県などとの

くりを推進

・誰もが住み

・しごと創生

ち、強く、安

づけ、計画的

は貴重なご意

 松井 三

 

と津波対

あります

の連携・

する「掛

みたくな

生の目標

安心のま

的な整備

意見やご

 

三郎 
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第1章

海1-1 

(1) 海岸

海岸

飛砂に

田畑が

地域住

います

その

三線堤

と行わ

この

ら、海

1 世

や環境

ても、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 津波

平成

他で大

とな

多く

ネルギ

海岸林

 

季

計画の章 

海岸防災林

岸林の歴史

岸地域では

に苦しめら

が砂に埋も

住民が立ち

す。 

の後、掛川

堤」海岸林

われ現在に

の内、掛川

海岸から斜

世紀半以上

境を守って

、先進的に

波被害に対

成 23 年 3 月

大規模な津

りました。

くの海岸林

ギーの減衰

林は津波に

季節風（遠州

の目的 

林強化「掛

と経緯 

、激しい季

れてきまし

れ、耕土が

上がり砂堤

市内の 10.

が造成され

至っていま

市から御前

めに多層的

もの間、住

きた歴史は

防災に取り

する海岸林

月 11 日に発

波が襲来し

 

（松林）で

や漂流物の

対する減災

 

州の空っ風）

掛川モデ

季節風「遠州

した。江戸時

が運び去られ

堤造成に着手

4km の海岸

れ、堆砂垣の

ます。 

前崎市にかけ

的に造成され

住民たちが厳

は、南海トラ

組むまちづ

図

林の効果の検

発生した東北

し、多数の死

では津波が流

の捕捉など減

災を担う施設

） 

－1－ 

デル」の目

州の空っ風」

時代末期（1

れる程の厳

手したのが、

岸沿いには、

の設置等に

けては、海岸

れた「斜め海

厳しい自然環

ラフ巨大地震

づくりへとつ

1-1 斜め海岸

検証 

北地方太平洋

死者・行方不

流入・通過

減災効果が確

設として、効

目的 

」が海側か

1860 年代）

しい環境か

、遠州地域

、県と地域

よる海岸林

岸線が東南

海岸林」が

環境と闘い

震等の可能

つながって

岸林 

洋沖地震(東

不明者をも

し、甚大な

確認されま

効果が再認

第

ら吹きつけ

、特に冬季

ら、大切な

の海岸林の

住民により

の保全は地

東方向に湾

形成されて

、安全な地

性が叫ばれ

います。 

東日本大震災

たらした戦

被害を受け

した。こう

識されまし

第１章 計画

け、古くから

季の強い西風

な耕地を守る

の始まりと言

り「第二線堤

地域住民の手

湾曲している

ています。 

地域や、豊か

れる今の時代

災)では、三

戦後最悪の自

けましたが、

うした経験に

した。 

画の目的 

ら多くの

風により

るため、

言われて

堤」、「第

手で脈々

ることか

かな生活

代におい

三陸海岸

自然災害

津波エ

により、



第１章 
 

 

(3) 静岡

東

が提示

害想定

掛川

地震

年３月

また

の力で

金推進

金を活

進して

 

 

1-2 

掛川

を築造

アクシ

この

検討、

協働で

整備

集い、

 

「掛

ていく

で無く

されま

も考え

これ

進協議

推進す

画書”

 

計画の目的

岡県第 4 次

日本大震災

示されたこ

定」が公表

川市では、

・津波対策

月に策定し

た、市全体

で地震・津

進委員会」

活用し、市

ています。

「掛川モデ

川市では、

造し、抵抗

ションプロ

の海岸防災

、植樹など

で進めると

備した海岸

、散策でき

掛川モデル

く計画とし

く、実施に

ます。また、

えられます

れらの課題

議会”を設

するため、

”を策定し

的 

地震被害想

を教訓とし

とを受け、

されました

この公表を

アクション

ました。 

の防災意識

波対策を推

を設置し、

民の生命、

 

デル」基本

南海トラフ

性クロマツ

グラム 201

林強化事業

の工事の実

ともに、国

林は、有事

る森林レク

」では第一

ていますが

おいては隣

、約 10km に

。 

について、

置して検討

計画・設計

ました。 

 

 

想定と「掛川

し、平成 23

静岡県より

た。 

を受け、“地

ンプログラム

識の醸成を図

推進するため

募金活動に

身体や財産

本計画書

フ巨大地震に

ツ等を植林す

4」に位置づ

業は「掛川モ

実行、さらに

国や県等の他

事には津波対

クリエーショ

一線堤海岸林

が、現況が斜

隣接する農地

にも及ぶ海岸

地域の市議

討し、市民・

計・維持・管

 

－2－ 

川市地震・津

年 12 月に内

り平成 25 年

地震・津波に

ム 2014」（計

図り、市民を

め、平成 25

に取り組んで

産の保護、早

書策定の目

により想定

する海岸防災

づけ、平成

モデル」と

には完成後の

他事業との連

対策施設と

ョンや交流の

林を造成し、

斜め海岸林

地や工場、風

岸林の維持

議会議員、区

・企業等と国

管理の基本的

津波対策ア

内閣府から

年６月及び 1

による死亡者

計画期間：

をはじめ、

年 10 月に

でいます。

早期の復旧

目的 

されるレベ

災林強化事

26 年度よ

して、事業

の維持管理

連携、協力

して、平時

の場として

、さらにク

となってい

風力発電施

管理や利活

区長及び関

国、県、市

的な考え方を

クションプ

南海トラフ

11 月に「静

者ゼロ”を

平成 26～3

自治会や企

「掛川市地

皆様から支

に繋げる地

ル２の津波

業を「掛川

り着手しま

計画や課題

活動までを

により実施

には市民や

活用してい

ロマツ等の

ることから

設などへ影

活用の方法な

係者からな

が協働して

を示す“「掛

プログラム 2

フ巨大地震の

静岡県第 4 次

を目指した

34 年度）を

企業・団体な

地震・津波対

支援いただい

地震・津波対

波に対応した

川市地震・津

した。 

題に対する対

を、市民・企

施しています

や自転車道利

いきます。 

の植林により

ら海岸林の幅

影響すること

など、整備後

なる“掛川モ

て「掛川モデ

掛川モデル」

2014」 

のモデル

次地震被

「掛川市

を平成 26

など協働

対策寄附

いた寄附

対策を推

た防潮堤

津波対策

対応策の

企業等と

す。 

利用者が

り強化し

幅が一定

とが予想

後の課題

モデル推

デル」を

基本計



テ1-3 

「掛

※

 

 

 

※

 

 

 

基1-4 

基本

 

 

 

 

 

 

テーマ 

掛川モデル

※計画のテ

※計画テー

 

基本方針 

本計画のテ

・地域

有す

・植樹

Ｏ団

・地域

ベン

活用

（１）杜

（２）杜

（３）杜

「次世

」を推進し

テーマ 

ーマのコン

ーマ、コン

域の生命、財

する海岸林を

樹祭や育樹祭

団体等と国、

域での暮らし

ントや学習会

用していきま

 

杜で守る 

杜を育む 

杜に集う 

世代につ

していく上で

ンセプト

ンセプトを受

～自然災

財産を守る

を作ります

～市民・

祭の開催な

、県、市が

～次代を

しにうるお

会への参加

ます。 

つなぐ安

安全

－3－ 

での理念を示

 

受け、基本方

害から生活

ため、津波

。 

企業・行政

ど、整備、

協働で行い

担う若者や

いや安らぎ

など次代を

安心の絆

協働

示すテーマ

方針を以下

活を守る杜を

波や高潮、強

政の協働で杜

維持管理活

います。 

や子どもたち

楽

ぎを感じるこ

を担う若者や

掛川潮

利活用

第

を設定しま

のとおり設

を作ります～

強風などに対

杜を育てます

活動を地域住

ちが集い、 

楽しむ杜とし

ことができる

や子どもたち

潮騒の杜

第１章 計画

ます。 

設定します。

～ 

対する減災

す～ 

住民や企業

して活用し

るように、

ちが集う場

杜」 

画の目的 

 

災機能を

業、ＮＰ

ます～

またイ

場として



第１章 計画の目的 

 

   

－4－ 

＜次世代につなぐ安心の絆 掛川潮騒の杜＞ 

 『大きく成長したなぁ。』市民の杜に植樹した木々が緑の枝を広げた姿を、

子どもたちをつれて眺めていると、企業の杜から下草刈りをする賑やかな声が

聞こえてきた。 

 海沿いの自転車道を、サイクリストたちが心地よい潮風をきって走り抜ける。 

 

 潮騒橋から見下ろすと、東西に緑の杜が長城のよう

に長く連なり、青い松と白い砂浜がまぶしい。上空に

は、横須賀凧が気持ちよさそうに浮かんでいる。 

 海にはウィンドサーフィンを楽しむ若者たちが、散

策路には広い空と潮騒に永遠の愛をちかう恋人達の姿

が見えた。 

 

 

＜掛川市歌（第２番より）＞ 

黒潮
くろしお

寄
よ

せる 海辺
う み べ

の砂に 潮騒
しおさい

さわやか 歌声
うたごえ

誘
さそ

う 

幸
さち

つなぎ 明日
あ し た

へつなぐ 我
わ

が故郷
こきょう

 ほころぶ笑顔
え が お

 汗
あせ

光
ひか

る 

ああ 掛川
かけがわ

 浜風
は ま

のまち 夢
ゆめ

みるまち 美
うつく

し掛川
かけがわ

 

  



第2章

海2-1 

2-1-1 

掛川市

日常の生

掛川市

の観測資

低気温

また、大

 

2-1-2 

(1) 地形

海岸地

だらかな

ます。 

本地区

点として

近は比較

連なって

 

 

 

 

 

 

 

現況 章 

海岸地域の

気象 

市は、冬期

生活も極め

市の海岸地

資料(1981～

3.0℃であ

大型台風の

地形、海岸

形 

地域では、本

な丘陵地か

区東の御前

て東西に緩

較的遠浅で

ています。

の自然的

に西風を中

て快適な気

域における

～2010 年の

り、年間 2,

来襲頻度も

岸線 

本市中央部

ら南に向け

崎から愛知

やかに弧を

、水深 20ｍ

 

特性 

中心とした季

気候に恵まれ

る気象情報は

30 年平均値

,000 ミリ程

も比較的少な

部の小笠山

け、微高地及

知県伊良湖岬

を描く、我が

ｍ以浅の等深

図 2-1 西大

図 2-2

－5－ 

季節風が強い

れています。

は、遠州灘に

値)によると

程度の降雨量

なく、積雪を

（標高 265m）

及び遠州灘に

岬に至る約

が国でも有数

深線が海岸線

大谷川沿いの

遠州灘海岸

いものの、

。 

に面した“静

と、年平均

量と 2,200

を観測する

）や三ツ峰

に面した低

117km の遠

数の長大な

線から約２

の地質断面

岸位置図 

年間を通じ

岡地方気象

16.4℃、最

時間の日照

こともほと

（標高 215m

平地が広が

遠州灘海岸は

砂浜海岸で

～３㎞程度

第２章

じ温暖で農業

象台御前崎測

最高気温 29.

照時間があり

とんどありま

m）を山頂と

がる地形とな

は、天竜川河

です。また、

度離れてほぼ

 

出典：大

章 現況 

業を始め

測候所”

5℃、最

ります。

ません。 

としたな

なってい

河口を頂

海岸付

ぼ平行に

大須賀町誌 
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(2) 地質 

 小笠山丘陵の南縁は、直線的な崖になっています。この崖は旧海食崖と判断され、この

崖の線と海岸線との間の幅２㎞の平野は主に海の堆積物でつくられたもので、海岸平野と

呼ばれます。ここの海岸平野では、現海岸線に平行して、低平な細長い微高地（砂堤列）

と、その間の浅い細長い凹地（列間低地）が交互に幾列か配列し、もっとも海に近い砂堤

列の上には、海岸砂丘が発達しています。 

砂堤列には砂、風、潮などの被害の軽減としてクロマツを主体とした海岸林が造成され

ています。国道 150 号は、ほぼ列間低地に沿って直線状に建設されています。列間低地は

昔潟であった所で、ここの地質は、地表より２～３m までは腐植質の多い泥・細砂ですが、

それより下は厚い砂になっています。この海岸平野は天竜川及び一部小笠山丘陵を供給源

とする最厚約 100m にも達する厚い砂層でできています。ただし砂層には、しばしば川の運

搬に由来する礫層が、いく層か入りこんでいます。また、一層あるいはそれ以上の泥層が

入りこんでいる地区もあります。 

 

(3) 海岸景観 

本海岸は、御前崎から愛知県伊良湖岬までの約 117km に及ぶ遠州灘海岸の一部にありま

す。遠州灘海岸では“白い砂浜とクロマツ林からなる白砂青松の景観”がその特徴とされ、

本海岸周辺では、良好な自然景観資源として大須賀砂丘、大浜砂丘、千浜砂丘が知られて

います。 

 

図 2-3 景観資源状況図 

  

出典：「第 3 回自然環境保全基礎調査 静岡県自然環境情報図（環境省、1989 年）
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また、東南東に湾曲している本海岸から御前崎に向けての海岸線には、激しい季節風「遠

州の空っ風」が海から吹き付けるため、昔から飛砂に苦しんできました。そのため、江戸

時代末期から地域の人たちは、海岸方向斜めに設けた「堆砂垣」で粒径の小さい飛砂を止

め、堆積させ、また堆砂垣で人工砂丘をつくり、その上にクロマツを植栽し海岸林を設け

ることで、強風や飛砂を海側に受け流し、環境が安定した背後地を農地に利用してきまし

た。この海岸林は「斜め海岸林」と呼ばれ国内唯一の大変貴重な景観ですが、昭和 50 年代

前半からマツクイムシ被害が顕著となり、平成 26 年に県が行った調査では、約 88％の海

岸林で被害を受けていることが判明しています。 

近年では海岸地域の新たな景観として、クリーンエネルギーを生み出す大東地区の「風

力発電」により、シンボリックな海岸景観が創出されています。 

  

斜め海岸林 風力発電 

 

 

  

地域の人たちによる海岸の保全 

 地域の人たちで組織する掛川市海岸防災林保護組合では、強風による砂の移動を抑

え、砂浜の侵食を防止するため、毎年 11 月頃に、県や市と協働して海岸林の海側に

堆砂垣を設置しています。 

 地域の人たちによって設置された堆砂垣は、遠州の空っ風によって運ばれる砂によ

り、一冬でほとんど埋もれますが、飛砂や砂浜の保全のために大切な役割を果たして

います。 

 これからも、地域と県、市が協働で堆砂垣を設置し、継続的に海岸の保全を行うこ

とが必要です。 

地域の人たちによる堆砂垣の設置（H27.11 月） H27.12 月の状況 
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2-1-3 

(1) 沿岸

遠州灘

特徴ある

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 動物

遠州灘

ガメ」の

は、野生

記載され

また、静

ています

その他

していま

のレッ

また、

 

現況 

動植物 

岸域の生態

灘沿岸域は

る希少な自

物 

灘沿岸では

の有数の上

生動植物の

れ、我が国

静岡県版レ

す。  

他に、カモ

ます。「コア

ドデータブ

、沿岸の全

ア

系 

、ほぼ全域

然生態系が

図 

、それぞれ

陸・産卵地

国際取引を

における「

ッドデータ

メ科に属す

アジサシ」は

ックでは、

域が鳥獣保

アカウミガメ

 

域が県立自然

が残されてい

2-4 沿岸地域

れの環境に適

地であること

を規制する

「種の保存法

タブックでは

する小型の夏

は「種の保存

静岡県カテ

保護区に指定

メ 
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然公園に指定

います。 

域の自然生態

適した種が生

とが、全国的

「ワシントン

法の国際希少

は、静岡県カ

夏鳥である

存法の国際

テゴリーの絶

定されていま

 

 

定されてお

態系分布模式

生息してい

的にも知ら

ン条約で最

少野生動植

カテゴリー

「コアジサ

希少野生動

絶滅危惧Ⅰ

ます。 

り、海岸か

式図    

出

ます。その

れています

も規制の厳

物種」に指

の絶滅危惧

シ」が、砂

動植物種」に

Ｂ類に指定

コアジサ

から小笠山に

     

出典：中遠農林事

中でも、「ア

す。「アカウ

厳しい付属書

指定されてい

惧ⅠＡ類に指

砂浜で営巣や

に指定され、

定されていま

サシ 

にかけて

事務所ＨＰ 

アカウミ

ミガメ」

書Ⅰ」に

います。

指定され

や産卵を

静岡県

ます。 

 



(3) 植物

遠州灘

が接した

静岡県

ツジグサ

テゴリー

ーの絶滅

また、

植生群落

物 

灘沿岸の海

た生態系の

県版レッド

サ、デンジ

ーの絶滅危

滅危惧種Ⅱ

、海浜植生

落として「

ハマヒ

図

岸は大部分

移行帯（エ

データブッ

ソウ、イヌ

惧種Ⅱ類に

類に、環境

として「ハ

千浜海岸の

図

ルガオ 

図 2-5 遠州灘

分が砂浜であ

エコトーン）

ックでは貴重

ヌハギ」が静

に指定されて

境省カテゴリ

ハマヒルガオ

の砂丘植物群

図 2-6 遠州
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灘沿岸の海岸

 

あり、その一

が形成され

重種として、

静岡県カテ

ています。ま

リーの絶滅危

オ、ハマゴ

群落」が見

州灘沿岸の海

岸動物概要図
出

一見単調に

れています

、「ゴマクサ

ゴリーの絶

また、カワ

危惧種ⅠＢ

ウ、コウボ

られていま

海岸植生概要図
出

千浜

図 
典：遠州灘沿岸

見える砂浜

。  

サ、ミズネコ

滅危惧種Ⅰ

ツルモ等は

類となって

ウムギ、ハ

す。 

図 
典：遠州灘沿岸

浜海岸の群落

第２章

岸海岸保全基本

浜海岸も、海

コノオ、シバ

Ｂ類に、環

は、静岡県カ

ています。 

ハマニガナ」

岸海岸保全基本

落 

章 現況 

 

本計画 P.1-4 

海と陸と

バナ、ヒ

環境省カ

カテゴリ

や特定

 

本計画 P.1-3 
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海2-2 

2-2-1 

(1) 産業

菊川と

わたる海

る小笠山

落が分布

こに広が

び、県下

組み合わ

成してい

 

 

 

 

 

 

また、

河口両岸

 

 

 

 

 

 

現況 

海岸地域の

産業、観光

業 

と太田川の

海岸地域で

山丘陵地の

布する土地

がる水田地

下一の穀倉

わせた水田

います。 

、沿岸の第

岸には大規

の社会的

光 

河口平野に

は、海岸線

間に、海岸

利用となっ

帯を地元で

地帯とされ

の有効利用

二線海岸林

模公園や工

 

 

特性 

に挟まれた約

線と平行して

岸林、農地及

っています。

では「とうも

れ、水稲・麦

用で、豊かな

図 2-7

林、第三線海

工場進出が見
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約 10km に

て 2km に迫

及び農村集

また、こ

もん」と呼

麦・大豆を

な農地を形

 

 

 

 

 

 

 

 

7 土地利用

海岸林の間な

見られます。

現況図 

などでは工

。 

穀

出典：平成

場進出が見

倉地帯・と

24 年度都市計画

見られるほか

とうもん 

画基礎調査 

か、菊川



(2) 観光

市域南

多くあ

 

■自然

・アカ

・風紋

・大東

 

■施設

・菊川

客が

く力

得て

・地場

どが

 

 

 

 

□

光 

南部は遠州

ります。 

然系資源 

カウミガメ

紋が知られ

東地区の地

設系資源 

川の河口付

が訪れてい

力強い橋梁

ています。

場産品など

が楽しめま

大須賀支

サ
太

弁財天川

□1  サイク

太平洋岸

灘に面して

の産卵ふ化

る南遠大砂

引網 

近には大東

ます。特に

景観が遠州

 

の直売で知

す。 

 

支所

サイクリングロード
太平洋岸自転車道

クリングロー

岸自転車道 

ているため、

化地として知

砂丘 

東温泉シート

に河口に架か

州灘の雄大な

知られる観光

晴明塚

サ
ファ

ド
道

ード 

－11－

海の資源を

知られる大浜

トピアや大東

かる潮騒橋は

な景観と調和

光農園サンサ

図 2-8 観光

ンサン
ァーム

ピー
ハウ

遠州灘

赤ずきんち
おもしろ農

□2

を活かした

浜海岸や大

東総合運動

は、直線美

和しており

サンファー

光資源 

ーターパン
ウス

ちゃんの
園

晴明塚 

観光レクリ

須賀海岸 

場があり、

と曲線美を

、眺望スポ

ムは、メロ

大東支所

大東総合
運動場

菊

潮

第２章

リエーション

市民や多く

を組み合わせ

ポットとして

ロン・イチゴ

ビ

大東温

地曳き網・サー

菊川

潮騒橋

南遠大砂丘

□3 サンサ

章 現況 

ン施設が

くの観光

せた美し

て人気を

ゴ狩りな

ビーチスポーツ公

温泉シートピア

ーフィン・海釣り

サンファーム

園

ム 
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□4  

現況 

赤ずきん

おもしろ農

□7  潮騒

□10  南遠

地曳き

 

ちゃんの 

農園 

橋 

遠大砂丘 

き網 

 

□5

□8
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□5  ピータ

ハウス

□大東温泉シ

ターパン 

ス 

シートピア

□

□9  

□6 大東総合

ビーチスポ

合運動場 

ポーツ公園 



2-2-2 

海岸地

通量 1.

国道

送路とさ

また、

転車道線

 

 

 

 

 

 

 

道路、自転

地域には、

5 万台の利

150 号及び

されていま

、自転車歩

線 延長 62

転車道 

静岡市と浜

用がありま

直交する主

す。 

行者専用道

2.9km）が整

国道 150 号

浜松市を結ぶ

ます。 

主要地方道掛

道路として、

整備され、サ

図 2-

号 
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ぶ国道 150 号

掛川大東線は

太平洋岸

サイクリン

-9 沿岸の交通

 

号が遠州灘

は、緊急輸

自転車道（

グなどに活

通網図 

の海岸線に

送を円滑に

静岡県道 3

活用されてい

太平洋岸自

第２章

に沿って走り

に行う第１次

376 号浜松御

います。 

自転車道 

章 現況 

り、日交

次緊急輸

御前崎自
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地2-3 

ここで

 

2-3-1 

海岸保

って引き

定した区

から 50

域が海岸

また、

される堤

 

施設 

番号 

38  千

39  国

40  国

41  国

42  堤

43  浜

44  大

45  大

46  大

※施設番

 

現況 

地域に関係

では、海岸

海岸法 

保全区域と

き起こされ

区域を言い

ｍ、水面側

岸保全区域

、海水の侵

堤防、突堤

位置

千浜・国安地

国安地先 

国安地先 

国安・浜川新

堤防三俣・浜

浜野地先 

大渕地先 

大渕地先 

大渕地先 

番号 44 は農地海

係する法

地域に関係

は、津波、

る被害から

ます。海岸

は同じく干

に指定され

入又は海水

、護岸等の

表 2-1

 

地先 

新田地先 

浜野地先 

海岸施設 44

 

 

令 

係する法令を

高潮などに

ら防護する必

岸保全区域は

干潮時の水際

れています。

水による侵食

の海岸保全施

図 2-

津波・高潮防

種類 

堤防 コン

堤防 鉄線

堤防 コン

堤防 コン

堤防 コン

堤防 鉄線

堤防 コン

堤防 鉄線

堤防 鉄線

以外は建設海
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を整理します

による海水の

必要がある海

は、原則と

際線から 50

 

食から海岸を

施設がありま

-10 海岸保全

防護施設(海

ンクリート法枠

線蛇篭 

ンクリート被覆

ンクリート法枠

ンクリート法枠

線蛇篭 

ンクリート被覆

線蛇篭 

線蛇篭 

海岸施設   

す。 

の侵入や海

海岸で、知

して陸地側

0ｍの範囲で

を保全する

ます。 

全区域 

海岸保全施設

構造 

枠式 

覆式パラペッ

枠式 隔壁 1

枠式 隔壁 6

覆式パラペッ

  出典：海

岸の侵食及

事が必要最

は春分の日

で指定され、

目的で海岸

)一覧表 

ト付 

ヶ所 

ヶ所 

ト付 

海岸保全区域

及び地盤の変

最小限度の範

日の満潮時の

掛川市の海

岸保全区域内

 延長 L 

(m)  

355.5 

105 

182 

605 

676.8 

220 

450 

68.9 

240 

域台帳(袋井土木

変動によ

範囲で指

の水際線

海岸は全

内に設置

 

天端高 H

(標高：m)

9.0 

9.0 

7.5 

9.0 

9.0 

9.0 

7.4 

7.6 

9.0 

木事務所) 
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掛川市

林に指定

スが多く

海岸林

部には、

蛇籠防潮

 

 

水

公共

要と

に沿

す。本

林に

●飛

砂

海

ん

●潮

津

ら

を

森林法 

市の第一線

定されてい

く見られま

林（県有地

、保安林及

潮堤）が設

源のかん養

目的を達成

される森林

った森林の

本計画区域

指定されて

砂防備保安

浜などから

岸の砂地を

できた砂を

害防備保安

波や高潮の

吹く塩分を

防いでいま

堤海岸林は

ます。第二

す。 

）は大須賀

びその背後

置されてい

 

養、土砂の崩

成するため、

林を保安林に

の機能を確保

域の多くは飛

ています。 

安林 

ら飛んでくる

を森林で覆っ

を遮断して、

安林 

の勢いを樹木

を含んだ強い

ます。 

は、ほぼ全線

二線堤、第三

賀県有防災林

後地を守るた

います。 

図

～保

崩壊その他の

農林水産大

に指定してい

保するため、

飛砂防備保安

る砂を森林に

って砂が飛ん

砂が内陸に

木によって弱

い風を弱めな
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線に渡り県有

三線堤は民地

林と大東県有

ための治山施

 2-11 保安

保安林とは

の災害の防備

大臣又は都道

います。こ

、立木の伐採

安林指定地

によって防

んでいかな

に侵入する

弱め、内陸部

ながら、その

有地となっ

地であり、

有防災林の

施設である

安林 

は？～ 

備、生活環

道府県知事

のため、保

採や土地の形

であり、一

防ぎ、隣にあ

いようにす

のを防ぐ場

部への被害

の枝葉で塩分

ており、森

保安林に指

2 箇所があ

標高約９ｍ

境の保全・

事が森林法に

安林では、

形質の変更

部区域では

ある田畑や住

する場合と、

場合がありま

害を軽減しま

分を捕捉し

第２章

森林法に基づ

指定されてい

あり、その海

ｍの防潮堤

形成等、特

に基づき、特

それぞれの

更等が規制さ

は、潮害防備

住宅を守りま

樹木の枝葉

ます。 

ます。また、

して田畑への

章 現況 

づき保安

いるケー

海側の端

（土堤、

 

特定の

特に重

の目的

されま

備保安

ます。

葉で飛

海か

の塩害



第２章 
 

 

2-3-3 

本海岸

然公園

白砂青松

態を保持

必要な地

 
2-3-4 

計画地

業専用地

 

現況 

自然公園法

岸の沿岸は

（昭和 43 年

松の自然と

持している

地域とされ

都市計画法

地周辺の大

地域、準工

法 

、全区間が

年 12 月指定

景観が続く

地域で、農

ています。

図 2-12 御

法 

部分は都市

業地域があ

 

 

が御前崎から

定）」の一部

特色のある

農林漁業との

 

御前崎遠州灘

出典：御前崎遠

市計画法の用

あります。

図 2-13
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ら天竜川にか

部(全体 1628

る海岸で、第

の調和を図

灘県立自然公

遠州灘県立公園

用途地域未指

東遠広域都

かけて指定

8.8ha 内掛川

第２種特別

りながら自

園 区域・公

園パンフレット(

指定地です

市計画図 

出

された「御

川市 447.8h

地域に該当

然景観の保

公園計画図 

(御前崎遠州灘県

が、一級河

出典：東遠広域

御前崎遠州灘

ha)です。海

当し、良好な

保護に努める

県立自然公園運

河川菊川の左

域都市計画図(掛

灘県立自

海岸域は

な自然状

ることが

 

運営協議会) 

左岸に工

 

掛川市南部) 



静2-4 

(1) 概要

静岡県

南海の三

最大クラ

防災対策

今まで

的被害や

項

想定す

地震

発生の

規模

1) 第一

する

の想

いま

2) 第二

いて

の整

3) レベ

ベル

 

(2) 震度

町丁字名

地区面積

震度７

割合 

震度６強

割合 

※被害が

  

静岡県第 4

要 

県は過去の

三連動を含

ラスの南海

策の基礎資

で地震対策

やライフラ

目 

する 

震 

東海

東南

政東

の頻度 

模 

一次報告(H2

るレベル 1

想定結果と、

ます。 

二次報告（H

て、「南海ト

整合を図りつ

ベル１津波想

ル１』地震想

度分布 

名  

積 （km²） 

（km²）  

(％)  

強（km²） 

(％)  

最も大きいレ

4 次地震被

地震・津波

む東海地震

トラフで発

料として活

の基礎とし

インなどに

海地震、東海

南海・南海地

東海型地震、

比

(約 100

マグニチ

25.6.27)で

とレベル 2

、その地震

H25.11.29）

トラフ巨大地

つつ取りま

想定追加(H

想定が追加

千浜  国

4.65 

4.63 

100 

0.02 

0 

レベル２の東側

被害想定

災害の教訓

震を中心とし

発生するレベ

活用するため

していた「静

に甚大な被害

表 2-

レベル 1 

海・東南海地

地震、宝永

、５地震総

比較的高い

～150 年に一

チュード 8.0

では、駿河湾

の地震・津

震・津波によ

では、ライ

地震による施

とめられて

H27.6.18)で

加されました

表 2-3

国安  浜川新

1.91  1

1.91  1

100  

0.00  0

0  

側ケース 
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定 

訓や蓄積され

したレベル

ベル 2 の巨大

めに「静岡県

静岡県第 3 次

害が発生する

-2 想定する

地震、東海

永型地震、安

総合モデル

一度) 

0～8.7 

出

湾トラフ・南

津波による震

よる人的被害

イフラインや

施設等の被

ています。

では、最新の

た。 

3 町丁字別

新田 三俣

1.22 1.

1.22 0.

100 

0.00 0.

0 

出典

れた科学的知

1 の地震と

大地震によ

県第 4 次地震

次地震被害

る想定とな

る地震 

・

安 南海トラ

(過

マ

(あらゆ

典：掛川市地震

南海トラフ

震度分布や

害、物的被

や交通施設

被害や経済被

の科学的知見

別の震度 

俣  浜野

02 2.3

95 2.3

94 10

07 0.0

6 

典：掛川市 HP（

知見を生か

、あらゆる

る被害をあ

震被害想定」

想定」と比

っています

レベル

ラフで発生す

極めて

過去数千年で

グニチュー

る可能性を考

震・津波対策ア

沿いと相模

津波高、浸

害の想定結

設等の被害、

被害」(中央

見と津波痕跡

 大渕  

6 12.73 

6 12.73 

0 100 

0 0.00 

0 0 

（掛川市町丁字別

第２章

かし、東海・東

る可能性を考

あらかじめ想

」を発表しま

比較して、物

す。 

ル 2 

する巨大地

て低い 

で記録なし)

ード 9.0 程度

考慮した最大ク

クションプログ

模トラフ沿い

浸水域等の自

結果を取りま

経済的被害

央防災会議

跡から、３つ

沖之須  

2.07 

2.07 

100 

0.00 

0 

別 第 4 次地震被

章 現況 

東南海・

考慮した

想定し、

ました。 

物的・人

地震 

) 

度 

クラス) 

グラム 2014 

いで発生

自然現象

まとめて

害等につ

2013)と

つの『レ

西大渕 

7.10 

7.10 

100 

0.00 

0 

被害想定） 
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(3) 津波高（レベル 2） 

表 2-4 主な場所の津波高 

場所 津波高 備考 

御前崎市境付近 12.93m   

千浜東海の家付近 13.20m 市内最大値 

菊川河口付近 11.03m   

浄化センター南付近 12.19m   

竜今寺川河口付近 12.15m   

開川河口付近 10.93m   

大溝川河口付近 9.95m   

東大谷川河口付近 10.02m   

沖之須南 8.67m   

弁財天川河口付近 8.30m   

袋井市境付近 8.92m   

H24.8.29 発表 
出典：掛川市 HP（南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域等について） 

 

(4) 浸水域・浸水深（レベル 2） 

表 2-5 町丁字別の浸水域・浸水深 

町丁字名  千浜  国安  浜川新田 三俣 浜野 大渕 沖之須  西大渕 

地区面積 （km²） 4.65  1.91 1.22 1.02 2.36 12.73 2.07 7.10 

地区浸水面積

（km²）  
0.64  0.78 0.31 0.15 0.59 1.09 0.74 0.50 

割合 (％)  14  41 25 15 25 9 36 7 

１㎝以上１ｍ未満 

（km²）  
0.31  0.20 0.19 0.08 0.29 0.45 0.37 0.38 

割合 (％)  7  10 16 8 12 4 18 5 

１ｍ以上２ｍ未満 

（km²）  
0.24  0.38 0.10 0.03 0.15 0.32 0.16 0.10 

割合 (％)  5  20 8 3 6 3 8 1 

２ｍ以上５ｍ未満 

（km²）  
0.09  0.19 0.01 0.04 0.12 0.27 0.18 0.02 

割合 (％)  2  10 1 4 5 2 9    

５ｍ以上 （km²）    0.01 0.01    0.03 0.05 0.03    

割合 (％)     1 1    1 0 1    

ケース⑥ （駿河湾～紀伊半島沖に大すべり域＋超大すべり域、分岐断層） 

出典：掛川市 HP（掛川市町丁字別 第 4 次地震被害想定） 

(5) 建物被害（津波） 

表 2-6 町丁字別の建物被害 

町丁字名 千浜 国安 浜川新田 三俣 浜野 大渕 沖之須 西大渕

全棟数(棟) 1350 611 341 567 553 2050 514 1641

全壊棟数(棟) 1 15 0 0 1 0 0 0

割合 (%) 0.0 2.5 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0

半壊棟数(棟) 4 28 11 1 8 5 1 3

割合 (%) 1.5 18.9 16.1 0.6 8.3 1.5 0.8 1.1

  東側ケース 予知なし 18 時  
出典：掛川市 HP（掛川市町丁字別 第 4 次地震被害想定）



(6) 津波

浸水区

す。 

また、

施設の使

 

 

内2-5 

 県では

地域成長

組みを推

「掛川モ

ンティア

した。 

 

◆政策課

・レベ

 

◆解決策

・「掛

・有事

林レ

を創

 

◆事業内

・南海

する

・海岸

生 

 

波対策施設

区域の公表

、地域住民

使用に関す

内陸フロン

は、「安全・

長を両立さ

推進してい

モデル」によ

ア推進区域

課題 

ベル２に対

策 

掛川モデル」

事は津波防

レクリエー

創出 

内容 

海トラフ巨

る防潮堤の

岸防災林の

避

 

を受け、被

などが津波

る協定」を

ンティア 

・安心で、魅

せた魅力あ

ます。 

よる海岸防

（「掛川市海

応したより

の整備 

御施設、平

ションや交

大地震津波

整備 

枯損した松

 

避難タワー

被災が予想さ

波から一時的

を民間企業な

魅力ある県土

ある地域づく

災林強化事

海岸命を守

安全なハー

平時は森

交流の場

波に対応

松林の再
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される地域で

的に避難する

などと締結

 

土“ふじの

くりを実現す

事業を行う地

る希望の森

ード整備 

では、津波

るために「

しています

くに”の実

する「内陸

地域も、平成

森づくり地区

図 2-14 区域

対策施設の

津波発生時

。 

 

実現」に向け

のフロンテ

成 26 年 10 月

区」推進区域

域の範囲 

命山

第２章

の整備が進ん

時における津

けて、防災

ティア」を拓

月 14 日に内

域）の指定を

章 現況 

んでいま

津波避難

 

・減災と

拓く取り

内陸フロ

を受けま
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第3章

計3-1 

次の

この

域計画

 

計画期

中間目

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整3-2 

レベ

殻変動

存の海

津波

海側

ますが

植栽

「掛川モデ

「掛川章 

計画期間 

のとおり、

の計画は、

画に位置付

期間 平成

目標 

中

平成

平成

整備計画 

ベル２津波

動量と防潮

海岸林を盛

波による侵

側の法勾配

が、背後地

栽する樹木

デル」整備計

川モデル

計画期間と

第２次掛川

け、整備を

26 年度より

中間年次 

成 31 年度末 

成 37 年度末 

に対応した

堤に衝突し

土により嵩

食を考慮し

は３割（約

に窪地がで

の根が十分

備計画 

ル」整備計

と中間目標を

川市総合計画

を推進します

り概ね 15年

進捗率

40％

80％

図

た防潮堤を築

した際のせり

嵩上げします

して、天端の

約 18 度）を

できて水が溜

分な深さまで

図 3
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計画 

を定めます。

画や掛川市地

す。 

間 

率 

図 3-1 位置図

築堤するため

り上がりの高

す。 

の幅は 25ｍ

標準としま

溜まらない

で張るように

3-2 盛土標準

。 

地域創生総

図 

め、想定し

高さ、そし

を標準とし

ます。陸側も

ように勾配

に、厚さ２

準断面

合戦略、掛

うる最大ク

て余裕高を

します。 

も３割（約

を調整しま

ｍの生育基

掛川市国土強

クラスの津波

を加えた高さ

18 度）を標

ます。 

基盤盛土を行

強靱化地

波高に地

さまで既

標準とし

行います。
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3-3-1 

海岸

の整備

 

(1) パタ

海岸

海岸

 

 

(2) パタ

海岸

るパタ

海岸

です。

海岸

 

 

整備パタ－

整備パター

岸林(県有地

備パターン

ターンＡ 

岸林(県有地

岸線の 50％

ターンＢ 

岸林(県有地

ターンです

岸林(県有地

。 

岸線の約 40

－ン 

ーンの分類

地)の幅・背

に分類され

地)の幅が広

％を占めてお

地)の幅が狭

。 

地)と同時に

0％を占めて

 

類 

背後地の条件

れます。 

広く、その中

おり、優先的

図 3-3

狭く、盛土を

に、背後地も

ており、パタ

図 3-4
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件により、

中で盛土する

的に整備を

3 整備パタ

を行った場合

も盛土し、植

ターンＡの

4 整備パタ

第３

「掛川モデル

るパターン

行います。

ーンＡ 

合に背後地

植樹を行い

次に優先的

ーンＢ 

３章 「掛川

ル」は標準

です。 

 

の農地等の

保安林に転

的に整備を行

川モデル」整

準として以下

の民地に影響

転換すること

行います。 

整備計画 

下の４つ

 

響が生じ

とが必要
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(3) パタ

海岸

ノコ

岸林の

工作物

  適用

 

 

(4) パタ

パタ

ターン

工場

置しな

ます。

大浜

 

 

「掛川モデ

ターンＣ 

岸林(県有地

コギリの葉

の幅が狭く

物管理者と

用箇所は、

ターンＤ 

ターンＣと

ンです。 

場等の建物

ながら盛土

。 

浜海岸で見

デル」整備計

地)の幅が狭

のような形

なっている

協議の上、

大浜海岸の

同じく海岸

を移転する

を行うこと

られ、海岸

 

備計画 

狭く、背後地

形をした斜め

る箇所に見ら

構造物等を

の工作物が近

図 3-5

岸林(県有地

ることはでき

とが必要です

岸線の約 10％

図 3-6
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地に風力発電

め海岸林の特

られます。工

を設置しなが

近接する一部

5 整備パタ

地)の幅が狭

きないので、

す。必要に応

％を占めま

6 整備パタ

電施設など

特徴が顕著

工作物を移

がら盛土を

部区間のみ

ーンＣ 

く、背後地

、建物管理

応じて、海

す。 

ーンＤ 

の工作物が

である大浜

動すること

行うことが

です。 

に工場等の

者と協議の

側にも構造

があるパター

浜海岸におい

とはできない

が必要です。

の建物が近接

の上、構造物

造物の設置を

ーンです。

いて、海

いので、

 

 

接するパ

物等を設

を検討し

 



3-3-2 

(1) 整備

掛川

①

②

 

(2) 大浜

・菊

築

・菊

パ

 

 

影響が

太平洋岸

海岸林

通路 1

海の家 

隣接する

（工場、

菊川以東

 

整備パター

備にあたり

川モデルの

①４つの整備

②整備によ

浜海岸 

菊川以東は

築物等は少

菊川以西は

パターンＡ

が予想される

岸自転車道

を南北に横

10 箇所 

４箇所 

る大規模施

、風力発電

東の飛砂 

ーンの配置

把握すべき

整備にあた

備パターン

り影響が予

海岸林(県有

ないため、

は工場等の建

～Ｄが混在

図 3-

表 3-1 整

る施設等 

 

横断する

設 

施設等） 

 

置とその影

き現況、課題

たり、以下の

ンを、海岸林

予想される施

有地)の幅が

パターンＢ

建物及び風力

在します。

-7 大浜海岸

整備による影

・多くは海

行。管理

・車両が通

通行は規

・浜野海の

３箇所は

・盛土が施

・砂の移動

－25－

響 

題及び対応策

の項目につい

林(県有地)の

施設等と対応

が狭く盛土に

Ｂが主体とな

力発電施設

における整備

※パタ

影響が予想さ

海岸沿いを走

理する静岡県

通行可能な４

制。歩行者

家は、整備

再配置又は

設に影響し

が多いため

第３

策の整理 

いて海岸別

の幅・背後

応策 

に必要な用

なります。

設等の工作物

備パターンの

ターンＣは部

される施設等

対応策

走行している

県と付け替え

４箇所は、ス

者用通路は、

備の影響を受

は廃止を検討

しないように

め、堆砂に関

３章 「掛川

に整理しま

地の条件を

地幅は不足

 

物が隣接する

の配置 

部分的なため

と対応策 

策 

るが、一部

え等を協議。

スロープを

階段を設置

受けないため

討。 

に構造物の設

関する対策を

川モデル」整

ます。 

を踏まえて配

足しますが、

る箇所があ

め、図示して

部、海岸林の

。 

を設置。一般

置し利便性

め存続。残

設置等を検

を検討。 

整備計画 

配置 

隣接建

るなど、

 

いない。 

の中を走

般車両の

を向上。

残りの 

検討。 
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(3) 大須

・ 

・ 

 

 

影響が

太平洋岸

南北通路

河川 

防火水槽

農業用水

大溝川以

(4) 太平

  ・海

海

備

  ・沿

く

 

 

「掛川モデ

須賀海岸 

東大谷川以

築物等はな

東大谷川以

ターンＡが

表

が予想される

岸自転車道

路 10 本 

槽 

水路 

以東での飛

平洋岸自転

海岸線沿い

海岸林と一

備すること

沿道の観光

くことが必

デル」整備計

以東は、海岸

なく、パター

以西は、海岸

が主体となり

図 3-8

表 3-2 海岸防

る施設等 

 

砂 

車道 

を走行する

体的な観光

が必要です

施設案内な

要です。 

 

備計画 

岸林(県有地

ーンＢが主

岸林(県有地

ります。 

8 大須賀海岸

防災林整備に

・多くは海

行。管理

・できる限

プを、歩

・開川、大

・延焼防止

・営農継続

・砂の移動

る自転車道は

光・交流資源

す。 

など、ハード

 

－26－ 

地)の幅が狭

体となりま

地)の幅が広

 

岸における整

よる影響が予

海岸沿いを走

理する静岡県

限り統廃合を

行者用通路

溝川の津波

のため適所

続のため適所

が多いため

 

は、平常時の

源となるよ

ドとソフトの

く必要な用

ます。 

く用地幅を

整備パターン

予想される施

対応策

走行している

県と付け替え

を検討。車両

路は階段を設

波対策（水門

所へ移設。

所へ移設。

め、堆砂に関

のサイクリ

うに、管理

の両面から

用地幅は不足

を制約する要

の配置 

施設等と対応

策 

るが、一部

え等を協議。

両が通行可

設置。 

門等）と連携

関する対策を

ングや地域

する静岡県

サイクリン

足しますが、

要素もないた

応策 

部、海岸林の

。 

可能な箇所は

携した整備

を検討。 

域の方々の散

県と協議を行

ングを盛り上

、隣接建

ため、パ

の中を走

はスロー

を検討。

散歩など

行い、整

上げてい



整3-4 

「掛

や県等

 

3-4-1 

県と市

を締結し

上記内容

 

(1) 枯損

県は

 

(2) 盛土

レベ

市は

なる砂

県は

 

 

整備手法 

掛川モデル

等の事業と

掛川モデル

市では「遠

し、適正か

容を踏まえ

損したクロ

は、マツク

土 

ベル２津波

は、国、県

砂丘造成盛

は、砂丘造

」の整備は

連携・協力

ル整備の流

州灘沿岸地

つ円滑に整

実現する「

マツ等の伐

イムシ被害

図

が越えない

、市などの

土を施工し

成盛土の上

 

は、市民・企

力して実施し

流れ(パター

地域（掛川市

整備を進めて

「掛川モデル

伐採・撤去

害により枯損

図 3-9 枯損木

い高さまで盛

の公共事業や

します。 

上部に、樹木

図 3-

－27－

企業との協働

していきます

ーンＡの場

市）海岸防災

ています。

ル」の流れを

損しているク

木の伐採・撤

盛土します。

や民間工事で

木の生育に必

-10 盛土イメ

第３

働で進める

す。 

場合) 

災林の再生

を、以下に

クロマツ等

撤去イメージ

。 

で発生する

必要な生育

メージ 

３章 「掛川

とともに、

に向けた整

示します。

を伐採し、

ジ 

土砂の提供

基盤盛土を

川モデル」整

治山事業の

整備に関する

 

撤去します

供を受けて、

を施工します

整備計画 

の他に国

る覚書」

す。 

 

基盤と

す。 
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(3) 育苗

海岸林

飛砂の被

が咲く木

育苗、植

 

＜説

植

樹

 

   

「掛川モデ

苗・植栽 

林の再生に

被害に効果

木」や「実

植栽してい

説明＞ 

海側の法

植栽します

陸側の法

樹種も広葉

区分 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

デル」整備計

向けて、県で

的な樹種や

がなる木」

くことを県

面（A ゾー

。 

面（B、C ゾ

樹を中心に

樹種

備計画 

では強風や

や本数につい

など日頃か

県に提案して

図 3-

ーン）は、マ

ゾーン）は

に植栽します

表 3-3 樹種

種の割合（ｸ

７：

５：

４：

 

－28－ 

塩害など非

いて試験、検

から楽しめる

ていきます。

-11 植栽イメ

マツクイムシ

、海側に比

す。 

種の割合と

ﾛﾏﾂ：広葉樹

：３ 

：５ 

：６ 

非常に過酷な

検討してい

る豊かな海

。 

メージ 

シの被害に

比べて風も弱

と植栽本数

樹） 

な環境で生育

ます。この結

岸林となる

強い抵抗性

弱くなるため

数 

植栽本数

育し、津波や

結果を受け

るように協働

性クロマツを

め、本数は

（本/100 ㎡

100 

50 

50 

や高潮、

けて、「花

働により

を主体に

は少なく、

㎡） 

 



第4章

利4-1 

「掛

活用を

ました

（１）

海岸

・サ

・散

・子

・ポ

・展

・恋

・ジ

（２）

海岸

・キ

・近

・釣

・サ

・ビ

・風

・牧

 

維4-2 

（１）

約1

との

 

（２）

管理

するこ

維持

維持

の保管

 

 

利活用章 

利活用 

掛川モデル

を計画して

た。 

） 海岸林の

岸林の利用

サイクリン

散策路(遊歩

子どもの体

ポケットパ

展望施設 

恋人たちの

ジョギング

）海岸林周

岸林周辺の

キャンプ場

近くの観光

釣り、地引

サーフィン

ビーチバレ

風力発電施

牧場や乗馬

維持管理 

）維持管理

10kmに及ぶ

「協働」に

）維持管理

理用道路は

こととしま

持管理活動

持管理活動

管倉庫が設

用及び維

」では、海

いきます。

の多目的利用

として、次

グ（太平洋

歩道) 

験学習(どん

ーク 

鐘 

（マラソン

辺の利用 

利用として

やレクリエ

施設（第 2

き網 

、ウィンド

ー 

設や太陽光

クラブ 

方針 

海岸林を適

よる維持管

計画 

、原則とし

す。 

において、

を支援する

置可能なス

 

維持管理計

海岸林の減災

「掛川モデル

用 

次のような方

洋岸自転車道

んぐり植樹

ン）コース

て、次のよう

エーション施

章参照）と

ドサーフィン

光発電施設な

適切に保全す

管理を推進し

して一般車両

市民や企業

るため、駐車

スペースを提

－29－

計画 

災機能に加え

ル推進協議

方法が考え

道） 

樹など) 

うな方法が考

施設 

との連携 

ン 

など、自然エ

するために、

します。 

両の通行を禁

業が参加でき

車場やトイ

提供する「サ

第４

え、平常時

議会」では、

られます。

考えられま

エネルギー

、市民団体

禁止し、管

きる制度を

レ、水道等

サポートス

４章 利活用

には地域振

様々な利活

 

す。 

施設との共

を組織する

理車両・緊

整備します

の施設を設

テ－ション

用及び維持管

振興等の場と

活用方法が提

共存 

るなど、市民

緊急車両のみ

す。 

設け、さらに

ン」を整備し

管理計画 

として利

提案され

民や企業

みが通行

に、道具

します。 
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（３）

「掛

 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

サ4-3 

4-3-1 

潮騒

制「潮

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

潮

章 利活用及

）「掛川モデ

掛川モデル

不法投棄な

維持管理や

討が必要）

枯れた樹木

継続的な管

毎年の海岸

サポーター

市民や企業

騒の杜づく

潮騒の杜サ

○サポート

○潮騒の杜

潮騒の杜サ

騒の杜 

及び維持管理

デル推進協議

推進協議会

などの防犯対

や利活用に不

 

木の補植を市

管理が可能で

岸清掃に合わ

ー制度 

業との「協

りを円滑に

ポーター制

図 4-1

 

トステーショ

杜サポーター

サポーター

「掛川

※海岸

交流の

（海岸

理計画 

議会」にお

会」における

対策に配慮

不便を招く

市民がすぐ

で、市民も

わせた海岸

協働」によ

に進めるため

制度」が必要

「潮騒の杜

ンの整備 

認定 

ー支援制度

川モデル」の

岸防災林強化

の場の創出

岸林の育成・

 

－30－ 

けるその他

る多くの意見

（不法投棄

恐れがあり

にできる制

参加できる

林の保全活

る海岸林の

め、市民・企

要です。 

杜サポーター

協働

の整備 

化事業 

保全）

他の意見・提

見・提案を

棄を防止する

、使い勝手

制度の整備

る組織（保護

活動 

の育成・保

企業等と行

ー制度」のイ

働 

①

②

③

「しずお

潮

提案 

次に整理し

るための人の

の良い立ち

（法令に基づ

護組合等）づ

保全 

政が協働に

メージ 

① 育苗サポ

② 植樹サポ

③ 杜づくり
（維持管

おか未来の森

潮騒の杜サ

しました。 

の立ち入り

ち入り制限方

づいた手続

づくり 

による取り組

ポーター 

ポーター 

サポーター 
管理） 

森サポーター

サポーター 

制限は、

方法の検

き） 

組みの体

ー制度」 



4-3-2 

(1) 育
自治

治山事

ます。

育苗

＜制度

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

1)植

県は

害にも

現在

ている

見てか

なお

 

2)育

自治

られま

 

※育

・ 

・ 

 

潮騒の杜サ

育苗サポータ

治区や学校

事業への苗

。 

苗活動を通

度＞ 

樹種や数量

苗木は無償

県に寄付さ

植樹祭等に

県や市と協

栽樹種の選

は、強風や

も効果的な

在、植栽し

る可能性も

から行いま

お、過去の

苗への取り

治区や学校

ます。なお

育苗への参

Ｂ＆Ｇ財団

ＮＰＯ法人

す。苗木の

サポーター

ター 

が主体とな

木の寄付や

して、将来

量、育苗時期

償で市を通じ

された苗木は

において植樹

協働で行う維

選定 
塩害など非

樹種、本数

ている樹種

あります。

す。 

植栽実績か

り組み 
が主体とな

、このよう

加（例） 

団の助成によ

人時ノ寿の森

の売り上げは

ー 

なり、海岸林

や植樹祭への

来にわたる維

期等の計画

じて県に寄

は、県が植

樹した苗木

維持管理活

非常に過酷な

数について試

種を育苗した

そのため、

から、環境に

なり、多様な

な活動は、

より、市内

森クラブと

は、施設の

－31－

林へ植樹する

の苗木の提供

維持管理活動

は、県の事

付します。

樹して維持

は、県と市

動への参加

な環境で生育

試験を行いな

たとしても、

協働による

に適した樹種

な組織や市民

障がい者雇

の 3 つの小

市内の福祉

活動費や雇

 

 

 

 

 

 

 

育苗サポー

第４

るための苗

供を行い、

動への参加

事業計画に合

 

持管理します

市が文書を取

加を促します

育し、津波

ながら植栽

、苗が育っ

る植栽樹種

種がいくつ

民の参加を

雇用の一環

小学校で苗木

祉施設が協力

雇用の確保に

ーター 

４章 利活用

木を育てま

潮騒の杜づ

を促します

合わせて市が

す。 

取り交わして

す。 

だけでなく

しています

た数年後に

の育苗は、

か判明して

得た育苗へ

としても期

木を育苗して

力して育苗に

にも貢献して

用及び維持管

ます。県の実

づくりをサポ

す。 

が策定しま

て県に寄付

く、高潮や飛

す。 

に植栽できな

試験植栽の

ています。 

への取り組み

期待されてい

ています。

に取り組ん

ています。

管理計画 

実施する

ポートし

す。 

付します。 

飛砂の被

なくなっ

の結果を

みが考え

います。 

 

んでいま
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－32－  

3)育苗指導の方法 
育苗の指導者が各家庭で個別指導を行うことは困難なため、市役所職員や地区の代表

者が県の試験機関などで行われる研修会に参加し、その後、各家庭に伝えるという方法

が考えられます。 

また、地元の高齢者などで詳しい知識を持つ人がいる可能性もあります。そのような

人たちが、楽しんで育苗指導に取り組んでいただける工夫も必要です。 

 

(2) 植樹サポーター 

市民、企業等が海岸林の植樹活動を行うものです。 

植樹活動を通して、将来にわたる維持管理活動への参加を促します。 

＜制度＞ 

 樹種、植樹場所、植樹方法等は、県の事業計画に合わせます。 

 県と市が文書を取り交わし、植樹した苗木を県に寄付します。維持管理は原則と

して県が行います。 

 県や市と協働で行う維持管理活動への参加を促します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

～ いのちを守る「希望の森づくり」プロジェクト ～ 

東日本大震災や台風による集中豪雨では、私たちは自然災害の猛威とともに国土

保全のための森林機能の大切さを痛感させられました。森林面積が市の半分近くを

占め、海から山までつながった掛川市では、今こそ市民・企業・行政が協働し、森

づくりを通じて「生命の尊さ」や「森の大切さ」の意識の共有が必要であると考え

ます。 

このようなことから、掛川市では、市民やＮＰＯ団体、企業との協働による“い

のちを守る「希望の森づくり」プロジェクト”を立ち上げています。 

平成 27 年 6 月 13 日には、沖之須海岸林で、ＮＰＯ法人時ノ寿の森クラブと共催

による「希望の森づくり 沖之須植樹祭」が開催され、1,100 人の参加を得て、10,000

本の苗木が植えられました。 

 

植樹サポーター 
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(3) 杜づくりサポーター 

主に企業やＮＰＯ団体等が海岸林の育樹活動を行うものです。 

海岸林の維持管理等を企業や団体との協働により推進します。 

〈制度〉 

・ 「しずおか未来の森サポーター」制度に基づき、サポーター・県・市が協定を締

結します。 

・ 樹種、植樹場所、植樹方法等は、県の事業計画に合わせます。 

・ 協定の期間は通常 3～5 年。活動を継続する場合は、協議の上、協定の変更又は改

めて協定を締結します。 

・ 育樹(植樹)木は県の財産であるが、協定期間中は維持管理をサポーターが行いま

す。 

・ サポーターの活動内容に基づき、県から認定証の交付や認定ラベルが付与されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杜づくりサポーター  

（ＮＰＯ法人時ノ寿の森クラブ主催育樹祭） 

「しずおか未来の森サポーター制度」の仕組み

～「しずおか未来の森サポーター制度」・企業の森づくり～ 

主に企業やＮＰＯ団体等が行う森づくり活動を支援する「しずおか未来の森サポー

ター制度」は、豊かな森林環境を未来の子どもたちに引き継ぐために、県が募集する

制度です。 

社会貢献活動（ＣＳＲ）とし

て森づくりに協力いただける

企業や団体、学校等と県が協定

を締結し、市とも連携してその

森づくり活動をお手伝いしま

す。 

県の支援として、認定証の発

行、ラベル・ロゴマークの付与、

活動・広報の支援、現場見学会

や説明会の開催などがありま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
地域活動 

支援者 

 
コーディネーター 

静岡県 企業 

森林 

所有者

協定締結 

ｖ認定・表彰 

ｖCSR イベントの開催 

協力依頼 
協働活動 

技術指導 地域住民・NPO 

ボランティア団体など

地域住民・NPO 

県・市町・財産区など 

ｖ助成を受けたい 
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・杜づくりサポーター認定看板（名称、面積、協定日等）の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ヤマハモーターパワープロダクツ株式会社とサポーター協定を締結～ 

 平成 27 年 12 月 21 日に、ヤマハモーターパワープロダクツ(株)と静岡県、

掛川市は、協働で潮騒の杜づくり活動を行うため、「しずおか未来の森サポ

ーター」の協定を締結しました。平成 27 年度から６年間、「ヤマハの森 in

掛川」と名付けられた海岸防災林において、植樹や下刈りなどの育樹活動が

行われるとともに、それらの活動資金が提供され、身近で親しみやすく、防

災機能の高い杜づくりが市民と協働で行われていきます。 

 

図 4-5 認定看板の例 
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   参 考 資 料    

(1) 掛川モデル推進協議会 

１）目的 

「掛川モデル」の整備にあたり、地元の市議会議員、区長を始めとする関係者へ情報

提供を行い、住民や企業自らが安全・安心な生活を確保するため、協働して整備促進を

図ることを目的に「掛川モデル推進協議会」が設立されました。 

２）「掛川モデル推進協議会」の概要 

① 体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1「掛川モデル推進協議会」の体制図 

 ② 開催内容 

 日程 場所 内容 

準備会 平成 26 年 11 月 7 日  
設立主旨、規約・構成員・事務局(案)

について 

第 1 回 

協議会 
平成 26 年 11 月 27 日  規約、会員、役員の決定 

第 2 回 

協議会 
平成 27 年 3 月 26 日 大須賀市民交流センター 

基本設計、部会(案)、H27 事業計画に

ついて、 

第 3 回 

協議会 平成 27 年 5 月 19 日 大須賀市民交流センター 

「基本計画」とは、H27 事業予定、植

樹祭について 

部会 課題整理 

部会 平成 27 年 7 月 29 日 大東市民交流センター 課題に対する対策の検討 

第 4 回 

協議会 
平成 27 年 10 月 8 日 大須賀市民交流センター 

各部会の検討結果を報告、 

テーマ及び基本方針 

基本計画書(案)について 

第 5 回 

協議会 
平成 27 年 12 月 3 日 大東市民交流センター 基本計画書(案)について 

静
岡
モ
デ
ル
推
進
検
討
会

 

掛川モデル推進協議会 
（H26.11.27 設立）

協働による植樹活動 広報・広聴 

海岸防災林造成・植栽

（中遠農林事務所） 

計画立案・地元調整 

砂丘造成盛土 

(市) 

「掛川モデル」推進体制 

盛
土
材
の
提
供(

国
等)

デ連
携

維持管理部会 植樹・育苗部会計画部会(大東・大須賀) 

市 民 ・ 企 業 ・ 団 体 ・ 学 校 等

命を守る希望の森プ

ロジェクト推進委員会

海岸防災林強化事業（内陸フロンティア） 

協力 
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(2) 遠州灘沿岸地域（掛川市）海岸防災林の再生に向けた整備に関する覚書 

 

  

静岡県(以下「甲」という)と掛川市(以下「乙」という)は遠州灘沿岸地域（掛川市）海岸防災林の再生に向け

た整備（以下「海岸防災林の再整備」という）に関する覚書を下記のとおり取り交わす。 

 

（目的） 

第1条 この覚書は、甲及び乙の役割分担のもと、連携、協力して海岸防災林の再整備を適正かつ円滑に進めるこ

とを目的とする。 

（定義） 

第2条 この覚書において「海岸防災林」とは、森林法第 25 条第 1 項第四号に規定する飛砂の防備及び同項第五号

に規定する風害、潮害の防備のいずれかの目的を達成するために保安林に指定されている森林のことをいう。 

2 この覚書において「治山事業」とは、森林法第 41 条第 3 項に規定する保安施設事業のことをいう。 

3 この覚書において「治山施設」とは、前項の治山事業により設置された施設のことをいう。 

（位置及び範囲） 

第3条 甲及び乙は、次に示す箇所及び範囲において、海岸防災林の再整備を行うものとする。 

掛川市沖之須地先～掛川市千浜地先の海岸防災林内(別図 1 のとおり) 

（全体事業計画） 

第4条 乙は、海岸防災林の再整備事業(以下「事業」という。)の着手前に全体事業計画書を作成し、甲の承認を

受けるものとする。 

2 甲は、前項に基づき甲の承認を受けた事業を、治山事業として取り扱うものとする。 

3 乙は、年度途中で全体事業計画を変更しようとする場合、あらかじめ甲の承認を受けるものとする。 

（年度事業計画) 

第5条 乙は、毎年度の事業の実施に当たり、前年度の 12 月 20 日までに年度計画書を作成し、甲の承認を受ける

ものとする。なお、初年度にあっては、事業着手前とする。 

2 乙は、年度途中で年度事業計画を変更しようとする場合、あらかじめ甲の承認を受けるものとする。 

（工事の施行区分） 

第6条 甲及び乙は、次の施行区分(別図 2 のとおり)により工事を実施するものとする。 

甲施行 生育基盤盛土工、防風工、植栽工 

乙施行 砂丘造成盛土工 

2 乙が前項の工事を施行する範囲は、森林法第 25 条第 1 項に基づき保安林に指定された区域であるため、工

事の実施に当たっては、乙はあらかじめ甲と調整するものとする。 

3 甲は、工事の実施に当たり乙が設置した工事用仮設物等を無償で使用できるものとする。 

4 甲及び乙は、工事の実施に当たり、あらかじめ施行方法等について十分な調整を図るものとする。 

5 乙は、甲及び乙以外が所有する土地において、前条に基づき毎年度の事業を計画する場合は、乙の責任にお

いて土地所有者からの施行承諾等を得るものとする。 

（経費の負担） 

第7条 海岸防災林の再整備に要する経費は、前条第１項の施行区分に応じて、甲乙各々が負担するものとする。 

（施設の所有） 

第8条 事業により設置した施設の所有は、土地所有者に帰属するものとする。 

2 乙は、工事しゅん工後、甲所有となる施設を甲乙立会の上、甲へ引渡すものとする。なお、乙は、甲に施設

を引き渡す前に、甲所有となる施設の財産管埋に必要となる書類を遅滞なく提出するものとし、その詳細に

ついては別途甲乙協議するものとする。 

（施設の維持管理） 

第9条 甲は、乙が第 6 条第 1 項の施行区分により設置する施設を、治山施設として維持管理するものとする。 

2 乙は、工事しゅん工後、甲の確認を受けた上で、前項の施設の維持管理を甲へ引き継ぐものとする。なお、

乙は、甲に施設の維持管理を引き継ぐ前に、前項の施設に関する治山台帳を作成し、甲へ提出するものとす

る。 

（法令等の遵守） 

第10条 甲及び乙は、事業を実施する区域に係る法令等による規定を遵守するものとする。 

（損害賠償） 

第11条 乙は、その責に帰すべき事由により、立木、その他の県有財産に損害を与えた場合には、これに相当する

金額を補償するものとする。 

（その他） 

第12条 この覚書に定めのない事項又は疑義を生じた場合は、必要に応じて甲乙協議して処理するものとする。 

 

以上、覚書の証とするため、本書 2 通を作成し、甲乙記名押印の上、各自 1 通を保有する。 

平成 26 年 11 月 7 日 

 

甲 静岡市葵区追手町９番６号 静岡県知事 川勝平太 

乙 掛川市長谷１丁目１番１号 掛川市長 松井三郎 
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(3) 静岡県における津波対策（静岡モデル） 

1) 概要 

 静岡県では、震源域に近く、津波の到達が早い低平地に人口・資産が集中して、広

範囲に甚大な被害が想定される特性を踏まえ、レベル１を越える津波に対しても施設

による被害の最小化を図るため、既存の防潮堤や道路の嵩上げ等による「静岡モデル」

の整備を推進しています。 

 

2) 現状 

津波被害が想定される県内沿岸 21 市町全てで平成 25 年度末までに「静岡モデル

推進検討会」が設置され、地域の実情にあった整備方針や施設整備の手法を検討し、

条件が整った市町から整備に着手しています。 

  遠州灘沿岸市町の検討及び実施状況           （平成 27 年 4 月現在） 

市町名 整備方針等 状況 

湖西市 
防災林や道路の嵩上げ 

海釣り公園の避難施設 

防災林や道路の嵩上げについて検討中 

海釣り公園の避難施設は、港湾事業で検討中 

浜松市 防災林の嵩上げ等 H26 から県が整備 

磐田市 
公園区域内の堤防整備 

防災林の嵩上げ等 
H26.8 月に公園区域内の整備に着手 

袋井市 防災林の嵩上げ等 H27.2 月に試験施工に着手 

掛川市 防災林の嵩上げ等 H26.11 月に試験施工に着手 「掛川モデル」 

出展：静岡県 HP（静岡モデルの推進）に加筆 



掛川モデル計画区間　L=9.7km
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大浜海岸計画（参考図）
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大須賀海岸計画（参考図)
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お問い合わせ先 ：掛川市役所都市建設部海岸整備推進室

〒436-8650 静岡県掛川市長谷一丁目１番地の１ 

電話：0537-21-1108 FAX：0537-21-1165 

E-mail:jigyo-suisin@city.kakegawa.shizuoka.jp 
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